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○種類株式の配当の状況

　普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりであります。

（Ａ種優先株式）

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年７月期 ― ― ― 1,500.00 1,500.00

28年７月期 ― ― ―

28年７月期
（予想）

1,500.00 1,500.00

（Ｃ種優先株式）

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年７月期 ― ― ― 18.50 18.50

28年７月期 ― ― ―

28年７月期
（予想）

18.50 18.50

（Ｄ種優先株式）

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年７月期 ― ― ― 18.50 18.50

28年７月期 ― ― ―

28年７月期
（予想）

18.50 18.50

（Ｅ種優先株式）

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年７月期 ― ― ― 1.90 1.90

28年７月期 ― ― ―

28年７月期
（予想）

1.90 1.90
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府、日本銀行による各種経済政策、金融政策の効果から企

業収益や雇用環境に改善の傾向がみられましたが、為替や株価の不安定な動きにより先行きの不透明感は払拭でき

ない状況にあります。

当社グループが属する不動産業界におきましては、公益財団法人東日本不動産流通機構調査による首都圏の中古

マンションの成約件数は、平成27年９月や平成28年３月に一時的に前年割れとなりましたが、平成27年４月からお

おむね前年同月比プラスが続いております。

一方、全国主要都市のオフィスビル市況の情報を提供している三鬼商事株式会社の調査による東京都心５区（東

京都千代田区、中央区、港区、新宿区、渋谷区）のオフィス空室率は、平成24年６月の9.43％をピークに低下し平

成28年１月には4.01％にまで低下し、その後は２月4.04％、３月4.34％、４月4.23％と低水準で推移しておりま

す。また、平均賃料は平成25年12月の16,207円／坪をボトムに平成28年４月には18,061円／坪と平成22年10月以来

の18,000円台まで上昇しており、オフィスビル市況は堅調に推移しております。

このような環境下、当社グループは当第３四半期連結累計期間において、首都圏や関西圏において新規に販売用

不動産を仕入れ、販売活動を活発化させました。売却物件の種類といたしましては、新築収益マンションが１件、

収益マンションが３件、収益ビルが４件、土地が２件、ホテルが１件となりました。

以上から、当第３四半期連結累計期間の売上高は122億９百万円（前年同期比172.0％増）、営業利益は21億３百

万円（同434.7％増）、経常利益は16億44百万円（同1,247.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は15億92百

万円（同1,361.8％増）となりました。

セグメント別の状況は次のとおりです。

（不動産再活事業）

当第３四半期連結累計期間において、首都圏や関西圏において新規に販売用不動産を仕入れ、販売活動を活発化

させました。事業法人や外国人富裕層からの引き合いが強く、売上高は116億64百万円（同206.1％増）、営業利益

は21億67百万円（同490.7％増）となりました。

（不動産賃貸収益等事業）

不動産賃貸収益等事業は、当社が保有する不動産物件に係る受取賃料や収入手数料等、また、子会社の株式会社

奨建築やS&Standard株式会社の収益で構成されております。当第３四半期連結累計期間においては、平成28年７月

期第１四半期末に連結子会社である株式会社奨建築やS&Standard株式会社の当社保有株式全株を譲渡したことによ

り、それぞれの損益は平成28年７月期第１四半期分のみの計上となりました。こうしたことから不動産賃貸等収益

事業の売上高は５億45百万円（同19.6％減）、営業利益は２億96百万円（同29.8％減）となりました。

なお、非連結子会社であるFIP投資顧問株式会社の当社保有全株式を平成28年１月に譲渡しております。

（２）財政状態に関する説明

（流動資産）

当第３四半期連結累計期間末における流動資産は、153億9百万円（前連結会計年度末は158億71百万円）となりま

した。主な内訳としては、現金及び預金が28億74百万円（同51億41百万円）、販売用不動産が105億73百万円（同99

億26百万円）などであります。

（固定資産）

当第３四半期連結累計期間末における固定資産は、８億69百万円（同71百万円）となりました。主な内訳として

は、関係会社株式が６億14百万円（同7百万円）であります。

（流動負債）

当第３四半期連結累計期間末における流動負債は、81億15百万円（同75億29百万円）となりました。主な内訳と

しては、短期借入金が63億95百万円（同66億10百万円）であります。

（固定負債）

当第３四半期連結累計期間末における固定負債は、47億56百万円（同40億28百万円）となりました。主な内訳と

しては、転換社債型新株予約権付社債が37億円（同40億円）、長期借入金が10億47百万円（同21百万円）でありま

す。
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（純資産）

当第３四半期連結累計期間末における純資産は、33億6百万円（同43億83百万円）となりました。主な内訳として

は、資本金が５億50百万円、資本準備金が10億50百万円、利益剰余金が42億89百万円、自己株式が△26億76百万円

であります。以上の結果、自己資本比率は19.9％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成28年６月14日付「販売用不動産の売却契約締結に関するお知らせ」において発表しておりますとおり、本日、東

京都渋谷区に所在する販売用不動産の売却契約を締結いたしました。この売却契約については、前回発表した業績予想

には見込んでおりませんでした。そして、このほかに平成28年７月末日までに売却が見込まれる販売用不動産の売上高

を集計し、また平成28年７月末日までに発生が予想される費用を勘案して業績予想数値を修正いたします。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、株式会社奨建築及びS&Standard株式会社は保有する株式の

全てを売却したことに伴い、第１四半期連結会計期間末で当社の連結の範囲から除外しております。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年

９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配

株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前

連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年７月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,141,612 2,874,277

受取手形及び売掛金 24,269 -

販売用不動産 9,926,879 10,573,861

預け金 420,000 600,220

前渡金 119,585 470,000

その他 238,907 790,935

流動資産合計 15,871,254 15,309,295

固定資産

有形固定資産 14,258 12,524

無形固定資産 307 575

投資その他の資産 56,883 856,435

固定資産合計 71,448 869,535

資産合計 15,942,703 16,178,831

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,808 -

短期借入金 6,610,297 6,395,600

1年内返済予定の長期借入金 256,444 72,972

未払金 112,500 409,862

未払費用 29,506 31,432

賞与引当金 - 6,516

未払法人税等 5,503 219,157

その他 507,911 980,024

流動負債合計 7,529,970 8,115,565

固定負債

新株予約権付社債 4,000,000 3,700,000

長期借入金 21,178 1,047,533

退職給付に係る負債 6,354 8,883

その他 1,316 -

固定負債合計 4,028,848 4,756,416

負債合計 11,558,818 12,871,981

純資産の部

株主資本

資本金 550,018 550,018

資本剰余金 1,050,018 1,050,018

利益剰余金 2,995,802 4,289,820

自己株式 △305,597 △2,676,649

株主資本合計 4,290,241 3,213,206

新株予約権 93,642 93,642

純資産合計 4,383,884 3,306,849

負債純資産合計 15,942,703 16,178,831
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年８月１日
　至 平成27年４月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年８月１日
　至 平成28年４月30日)

売上高 4,487,991 12,209,489

売上原価 3,595,990 9,371,825

売上総利益 892,001 2,837,663

販売費及び一般管理費 498,569 734,057

営業利益 393,431 2,103,606

営業外収益

受取利息 444 3,532

受取手数料 647 3,759

受贈益 2,058 -

雑収入 283 30

営業外収益合計 3,434 7,321

営業外費用

支払利息 121,407 195,237

支払手数料 109,984 197,293

消費税相殺差損 37,277 71,108

社債発行費 4,609 -

その他 1,501 2,491

営業外費用合計 274,781 466,130

経常利益 122,084 1,644,797

特別利益

関係会社株式売却益 - 27,454

固定資産売却益 180 -

特別利益合計 180 27,454

特別損失

固定資産除却損 - 3,047

関係会社株式売却損 - 3,094

固定資産売却損 172 -

特別損失合計 172 6,141

税金等調整前四半期純利益 122,092 1,666,109

法人税、住民税及び事業税 13,173 208,171

法人税等還付税額 - △134,221

法人税等合計 13,173 73,949

四半期純利益 108,918 1,592,160

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 108,918 1,592,160
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年８月１日
　至 平成27年４月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年８月１日
　至 平成28年４月30日)

四半期純利益 108,918 1,592,160

四半期包括利益 108,918 1,592,160

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 108,918 1,592,160

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成27年４月８日開催の取締役会決議に基づき、自己株式（普通株式）7,000,000株の取得を行いまし

た。また、Ａ種優先株式の金銭を対価とする取得請求権の請求により自己株式（Ａ種優先株式）908株の取得を行

い、さらに、平成27年11月12日開催の取締役会決議に基づき、自己株式（Ａ種優先株式）5,334株の取得を行いまし

た。この結果、当第３四半期連結累計期間において、自己株式が2,371,052千円増加し、当第３四半期連結会計期間

末において自己株式が2,676,649千円となっております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年８月１日 至 平成27年４月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結損益
計 算 書 計 上 額

（注）２不動産再活事業
不動産賃貸
収益等事業

計

売上高

外部顧客への売上高 3,809,980 678,010 4,487,991 ― 4,487,991

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 18,292 18,292 △18,292 ―

計 3,809,980 696,303 4,506,283 △18,292 4,487,991

セグメント利益 366,971 423,032 790,004 △396,573 393,431

(注) １．セグメント利益の調整額△396,573千円は、セグメント間取引消去△18,292千円および各報告セグメントに

配分しない全社費用△378,280千円であります。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であ

ります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年８月１日 至 平成28年４月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結損益
計 算 書 計 上 額

（注）２不動産再活事業
不動産賃貸
収益等事業

計

売上高

外部顧客への売上高 11,664,129 545,359 12,209,489 ― 12,209,489

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 1,271 1,271 △1,271 ―

計 11,664,129 546,631 12,210,760 △1,271 12,209,489

セグメント利益 2,167,872 296,916 2,464,788 △361,182 2,103,606

(注) １．セグメント利益の調整額△361,182千円は、セグメント間取引消去△1,271千円および各報告セグメントに配

分しない全社費用△359,910千円であります。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であり

ます。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。
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